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ホルスタイン種で過剰排卵処理のFSHの投与回数を半減する取り組み

［要約］ これまで性選別精液を用いた採胚試験を行い、それに適した過剰排卵処理方

法を確立した。しかし、黒毛和牛と異なり、ホルスタイン種の FSH 投与では簡略化され

た手法が確立しておらず、夕朝合計８回の投与を行っている。そこで、今回は FSH の夕

朝投与を半分の４回に減らす手法を検討した。対照区は、FSH30AU を８回に分け、夕方

と朝（17：00 と 9：00）に６AU×２回、４AU×２回、３AU×２回、２AU×２回を筋肉内に投

与し、試験区は、夕方の１回（17:00）に、12AU×１回、８AU×１回、６AU×１回、４AU×

１回を筋肉内に投与した。大卵胞数の推移は、いずれの区も FSH 投与後５日目の夕方に

ピークを示し、有意差は認められなかったが、試験区が低い値であった。採胚成績でも

両区の間に有意差はなかったが、試験区で低い値であった。 
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［背景・ねらい］ 

これまで、性選別精液を用いたホルスタイン種に対する採胚試験を行い、性選別精液に

適した過剰排卵処理方法を確立した。しかし、ホルスタイン種では、黒毛和種のような簡

略化された過剰排卵処理方法は確立しておらず、FSH を夕朝合計８回投与している。そこ

で、牛のストレス軽減と施術者の作業負担を軽減させる目的で、ホルスタイン種におい

て、FSH の投与回数を減らした過剰排卵処理方法について検討した。 

［成果の内容・特徴］ 

1 過剰排卵処置方法は、対照区では夕朝（17：00 と 9：00）に FSH６AU×２回、４AU×２

回、３AU×２回、２AU×２回（合計 30AU）を筋肉内に投与し、試験区では対照区の２回分

の FSH を夕方の１回（17:00）に 12AU×１回、８AU×１回、６AU×１回、４AU×１回（合

計 30AU）を筋肉内に投与した（表１、２）。

2 GnRH 投与 24 時間後（10 日目朝）に人工授精を行い（性選別精液 2 本、子宮浅部注入）、

人工授精６日後（16 日目）午前中に採胚した（表１、表２）。 

3 卵胞数の推移は、いずれの区も FSH 投与後 5.7 日目の夕方にピークを示し、有意

差は認められなかったが、試験区で低い値で推移した（図１）。 

4 採胚成績は両区の間に有意差はなかったが、黄体数、総採胚数、正常胚数におい

て、対照区と比較して試験区で低い値であった（表３）。 

［成果の活用面・留意点］ 

1 ホルスタイン種泌乳牛２頭を供胚牛として、対照区、試験区の計２回採胚した成績であ

る。 



［具体的データ］ 

図１ FSH 投与後の大卵胞数の推移 
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